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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
前週末の米国株式市場でグロース（成長）株の下げが大きかった流れを受け、
週初は下落しました。その後は、新型コロナウイルスの変異型である「オミ
クロン株」による重症化リスクへの警戒感が和らいだことなどから、景気敏
感株を中心に買われ、2日連続で上昇しました。2日間の上昇が幅が900円を
超え、高値警戒感から利益確定売りに押される場面もあったものの、週間で
は前週末比で上昇となりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で上昇しました。
国立アレルギー感染症研究所のファウチ所長が、オミクロン株の重症化リ
スクについてやや楽観的な見解を示したことから、過度な警戒感が和らぎ、
週初より上昇基調となりました。週末に公表された11月の米消費者物価指
数は前月から上昇したものの、市場予想通りであったため、インフレ加速
への警戒感が和らいだことから買い安心感が広がり上昇しました。

４）外国為替市場
≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
オミクロン株の感染拡大懸念から、相対的に安全資産とされる国内債券は買
われたものの（利回りは低下）、感染による重症化リスクへの懸念が後退す
ると、国内債券は売りが優勢となり（利回りは上昇）、週間では前週末比で
横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
国立アレルギー感染症研究所のファウチ所長の発言を受け、オミクロン株の感
染拡大による景気の先行きへの過度な懸念が和らいだことなどから、投資家の
リスク選好姿勢が強まり、週を通じて円売り米ドル買いが優勢となりました。

127

129

131

133

135

108

110

112

114

116

9/10 10/6 11/1 11/27

ドル/円（左軸） ユーロ/円（右軸）

（月/日）

（円） データ期間：2021年9月10日～2021年12月10日（日次）（円）

円安

円高

３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、新型コロナウイルスの変異型であるオミクロン株による感
染拡大をめぐる過度な懸念が後退し、日米両市場ともに上昇しました。
米国立アレルギー感染症研究所のファウチ所長は、オミクロン株の感染後の症
状について、深刻ではないとしたものの、各地での感染拡大を受けブースター
（追加免疫）接種の必要性について指摘しています。英国など欧州ではオミク
ロン株の感染者数が急増しており、一部地域では再び行動制限が強化されてい
ます。10日（金）に公表された11月の米消費者物価指数は前年度月比6.8％と、
前月から加速しました。米連邦準備制度理事会（FRB）は今週14、15日の日程
で開催される米連邦公開市場委員会（FOMC）において、テーパリング（量的
緩和縮小）の加速を決定する見方が強まっています。
今週は、日米欧の金融政策決定会合が開催されます。日本は現状維持が予想さ
れますが、米国はテーパリングの加速、欧州は資産購入プログラムの期限につ
いて議論されそうです。株式市場は、週央のFOMCまでは、様子見ムードから
動きにくい展開が予想されます。FOMCを波乱なく通過となれば、買い安心感
が広がり、上昇するものと予想します。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的と
するものではありません。また、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。実際の投資等に係る最終的な決定はご自身で判断してくださ
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るいは保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
• 投資信託の手数料や報酬等の種類ごとの金額及びその合計額については、具体的な商品を勧誘するものではないので、表示することができません。
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